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介

公

川
　
柳
　
選
者
　山
本
都
留
米

小
遣
い
を
う
ま
く
引
き
出
す
孫
の
 技
 

わ
ざ大

堀
満

近
い
う
ち
俺
も
河
原
の
枯
れ
す
す
き

白
土
武
夫

 油
蝉
 鳴
く
声
汗
を
呼
び
戻
す

あ
ぶ
ら
ぜ
み

手
塚
と
し
み

物
忘
れ
ふ
え
て
夫
婦
の
す
れ
違
い

石
川
み
か
ん

 錆
 つ
い
た
昔
の
ハ
ク
は
役
立
た
ず

さ
び

倉
沢
美
江
子

釣
り
革
に
つ
か
ま
り
眠
る
受
験
生

佐
藤
恵

｢
頑
張
っ
て
｣
孫
の
 一
  声
 効
果
大

ひ
と
 こ
え

田
中
福
江　

俳
　
句
　
選
者
　伊
藤
清

 菩
  提
  寺
 の
肩
に
こ
ぼ
れ
し
乱
れ
 萩
 

ぼ
 
だ
い
 
じ
 

は
ぎ

渡
辺
ミ
チ
子

山
並
を
む
ら
さ
き
に
染
め
秋
 夕
  焼
 

ゆ
 
や
け星

野
恒
志

 鬼
  灯
 や
母
の
好
み
の
色
と
な
る

ほ
お
 ず
き

星
野
シ
ズ

 一
  品
 は
決
ま
っ
て
今
も
 冷
  奴
 

い
っ
 ぴ
ん
 

ひ
や
 や
っ
こ

白
土
武
夫

水
打
て
ば
 陽
 の
匂
ひ
し
て
風
 生
 れ
る

ひ
 

あ

徳
本
英
子

車
椅
子
母
の
せ
て
行
く
刈
田
 径
 

み
ち

池
田
三
夫

心
ふ
と
迷
ふ
こ
と
あ
り
 秋
  桜
 

あ
き
 ざ
く
ら

湯
沢
く
に

　
日
光
公
民
館
が
開
催
す
る
季
節
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、
　１２

名
が
受
講
す
る
全
５
回
の
教
室
で
す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
い

え
ば
、
一
般
的
に
は
生
花
を
使
っ
た

も
の
で
す
が
、
こ
の
教
室
は
生
花
だ

け
で
な
く
、
寄
せ
植
え
や
リ
ー
ス
作

り
な
ど
、
季
節
に
合
わ
せ
て
毎
回
異

な
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
体
験
で
き

ま
す
。
講
師
を
務
め
る
 奥
  澤
  三
  恵
  子
 

お
く
 ざ
わ
 み
 
え
 
こ

さ
ん
が
、
さ
り
げ
な
く
ア
ド
バ
イ
ス

し
な
が
ら
も
、
受
講
者
の
個
性
を
生

か
し
た
作
品
づ
く
り
に
導
き
ま
す
。

　
取
材
の
日
は
３
回
目
の
教
室
で
、

秋
の
リ
ー
ス
作
り
。
乾
燥
さ
せ
オ
レ

ン
ジ
や
ブ
ラ
ウ
ン
に
着
色
さ
れ
た
花

や
竹
、
木
の
実
な
ど
の
自
然
素
材
を
、

針
金
と
接
着
剤
で
台
座
に
固
定
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
 相
  ケ
  瀬
 さ
ん（
和
泉
）に

あ
い
 が
 
せ

聞
き
ま
し
た
。

Q
教
室
を
何
で
知
り
ま
し
た
か
？

A
広
報
に
っ
こ
う
で
す
。

Q
受
講
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
生
活
に
花
を
取
り
入
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
自
宅
で

独
学
で
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
教
室
に
申
し

込
み
ま
し
た
。
託
児
有
り
と
い
う

の
も
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

Q
教
室
の
感
想
は
？

A
幅
広
い
年
齢
の
人
と
知
り
合
え
る

し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
思

い
思
い
の
作
品
が
作
れ
て
楽
し
い

で
す
。

　
教
室
開
始
か
ら
１
時
間
　
分
が
過

３０

ぎ
た
こ
ろ
、
同
じ
材
料
を
使
い
な
が

ら
も
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
現

れ
た
、
雰
囲
気
の
異
な
る
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

民
館
の
教
室
・
講
座
紹

市市民民ののひひろろばば

⑱
季
節
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
日
光
公
民
館
）

参
加
者
の

　
声
で
つ
な
ぐ
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作
品
を
募
集
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

　
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ

さ
い（
二
重
投
稿
は
不
可
）。

　
な
お
、
作
品
中
の
漢
字
に
は
、
ふ

り
が
な
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
及
び
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課
　広
報
広
聴
係

緯（
　
）５
１
３
５
・
胃（
　
）５
１
０
９

２１

２１

短
　
歌
　
選
者
　阿
久
津
仲
一

終
点
も
分
か
ら
ぬ
細
き
道
な
れ
ど
今
日
よ

り
歩
む
八
十
五
歳
へ

根
立
郷
美

た
っ
た
一
人
で
朝
食
を
と
る
そ
れ
だ
け
で

 贅
  沢
 で
し
あ
わ
せ
な
休
日
の
あ
り

ぜ
い
 た
く

　
　
　
関
根
眞
佐
子

草
取
り
の
腰
を
の
ば
せ
ば
孫
の
声
足
音
近

づ
き
稲
穂
も
ゆ
れ
る

福
田
き
く
い

 眞
  清
  水
 の
落
ち
散
る
滝
に
神
杉
の
石
段
き

ま
 
し
 
み
ず

わ
む
那
智
の
権
現

池
田
三
夫

月
見
草
富
士
に
似
合
う
と
 太
  宰
  謂
 う
な
ら

だ
 
ざ
い
 い

わ
た
す
げ
と
 男
体
山
 仰
ぐ

な

ん

た

い

芹
澤
り
つ
子

子
の
笑
顔
消
え
て
久
し
き
過
疎
の
家
つ
ば

め
の
巣
立
ち
 羨
 し
く
見
つ
む

と
も

湯
沢
登
久
栄

下
野
の
花
回
廊
の
九
月
に
は
ス
ス
キ
の
 棚
 

た
な
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 く
霧
降
高
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び

青
木
照
雄
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開館１５周年記念　３回連続ワークショップ（３回目）
「理想の家をつくろう外」in NI KKO
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況
企
画
展
紹
介
⑨
　「
林
道
で
見
ら

れ
る
植
物
〜
千
本
木
丘
陵
周
辺
植
物

調
査
か
ら
〜
」
②

　
林
道
で
は
つ
る
性
の
植
物
も
み
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
茎
が
細
く
自
力
で
直

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
草

木
や
物
体
に
、
か
ら
み
つ
い
た
り
へ
ば

り
つ
い
た
り
し
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。

胸
茎
が
巻
き
つ
く
も
の

　
ア
ケ
ビ
、
キ
ウ
イ
、
ク
ズ
、
ス
イ
カ

ズ
ラ
、
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ヤ
マ
ノ
イ

モ
、
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
フ
ジ
、
ヘ
ク
ソ

カ
ズ
ラ
、
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
、
マ
タ
タ
ビ

胸
巻
き
ひ
げ
を
だ
す
も
の

　
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
、
ア
レ
チ
ウ
リ
、
キ

カ
ラ
ス
ウ
リ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
ヤ

マ
カ
シ
ュ
ウ
、
シ
オ
デ
、
ス
ズ
メ
ウ
リ
、

小杉放菴記念日光美術館

市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

ツ
タ（
茎
の
先
端
部
）、
ノ
ブ
ド
ウ
、
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
、
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ

胸
付
着
根（
気
根
の
一
種
）を
出
す
も
の

　
イ
ワ
ウ
メ
ヅ
ル
、
イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、
キ

ヅ
タ
、
ツ
タ（
樹
皮
が
成
長
し
た
太
い

茎
）、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
、

ツ
ル
マ
サ
キ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ

胸
茎
の
と
げ
を
ひ
っ
か
け
る
も
の

　
ア
カ
ネ
、
イ
シ
ミ
カ
ワ
、
エ
ビ
ガ
ラ

イ
チ
ゴ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ

胸
葉
柄（
葉
の
柄
の
部
分
）が
ま
き
つ
く

も
の

　
コ
ボ
タ
ン
ヅ
ル
、
ボ
タ
ン
ヅ
ル
、
ハ

ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ

興
催
し
興

◆
　
月
　
日（
土
）か
ら
「
江
戸
時
代
の

１１

２４

村
を
み
て
み
よ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

イシミカイシミカワワ

　茎や葉柄のとげを他の茎や葉柄のとげを他の草草

木に引っかけながらのび木に引っかけながらのびるる

草。三角形の葉と葉柄は草。三角形の葉と葉柄はスス

コップのよコップのようう。。托葉 托  葉 は丸いは丸い
たく よう

皿のように広がっている皿のように広がっている。。

あなたの理想の家はどんな家？

平　　成９年１０月８日に開館した小杉放菴記念日光美術館は、今年で
開館１５周年を迎えました。これを記念し、グラフィックデザイナー

の 笹  川 アツコ氏を講師に招き、これまで育んできた思い出と、これ
ささ がわ

から歩んでいく未来を題材に、１０月から１２月にかけて３回連続の

ワークショップを開催しています。

　３回目は、講師が造成した分譲地（台紙）を選び、オリジナルの色

紙を使って、飛び出す絵本方式の立体的な家を作ります。

　あなたの理想の家を形にしませんか。ぜひ、ご参加ください。

と　　き：１２月９日（日）　午前１０時～午後３時

　　　　　※正午～午後１時に休憩（各自昼食）

講　　師：笹川アツコ氏（グラフィックデザイナー）

場　　所：美術館エントランスホール

参　加　料：５００円（展示室観覧と飲み物付き）

定　　員：１５名（先着順）　※誰でも参加できます

持　ち　物：筆記用具、ハサミ

参加方法：１１月５日（月）から、美術館へ電話で申し込む

日
光
市
中
央
町
　‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　緯（
　）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
入
館
無
料
）

休
館
日
　毎
週
月
曜
日
、
祝
日
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ヤマカシュヤマカシュウウ
草のようだが木の仲間　草のようだが木の仲間。。

雄株と雌株があり、茎に雄株と雌株があり、茎にとと
げがあり巻きひげでからげがあり巻きひげでからみみ
つく。花は緑色で果実はつく。花は緑色で果実は藍藍
黒色、中に赤い種子がある黒色、中に赤い種子がある。。


